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　この報告書は，国道５０４号改良事業工事（百引拡幅）に伴って，平成１８年５月から

８月までの３か月間にかけて実施した堂原遺跡の発掘調査の記録です。

　堂原遺跡は，鹿屋市（旧輝北町）に所在し，標高３００ｍを超えるシラス台地上に位

置する遺跡です。

　遺跡からは，縄文時代，古代，中世の遺構や遺物が発見され，時代の移り変わり

を示す良好な資料を得ることができました。

　中でも，多数発見された道跡は，古代～中世の遺跡環境を示す資料として貴重な

情報を得ることができました。

　本報告書が，県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関

心と御理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たり御協力いただいた県土木部，旧輝北町教育委員会，及び発

掘調査に従事されました地域の方々に厚く御礼申し上げます。

　平成２１年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　　宮原　景信

序　　　文
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特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主 な 時 代種　別所収遺跡名

岩本式土器，前平
式土器
加栗山式土器，吉
田式土器，桑ノ丸
式土器， 
磨石　石斧　剥片

炉跡４基
集石３基

縄文時代早期散布地堂原遺跡

近隣を結ぶ当時の幹線道
路として利用された道跡
群を検出。

土師器
鉄製品

道跡58条
溝状遺構17条
土坑１基

古代～中世

　縄文時代早期の調査では，台地の落ち際で炉跡が４基，集石が３基検出された。土器
は岩本式土器，前平式土器，桑ノ丸式土器等が，石器は，石斧，磨石，石皿が出土した。
遺構・遺物が少なく，また住居跡が発見されていないことから，短期間の逗留によって
形成された生活跡と考えられる。
　古代・中世の調査では，道跡58条と溝状遺構が1７条検出された。特に道跡は，大きく
道跡群として３群に分けられ，同一方向へ80ｍ以上検出された。当時の市成－百引間を
結ぶ交通の要衝として利用されていた可能性もある。

概　　要
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１　本書は，国道５０４号改良工事に伴う堂原遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県鹿屋市輝北町上百引に所在する。

３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，県土木部から鹿児島県教育委員会が依頼を受け，鹿

児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成１８年５月１５日から平成１８年８月１１日まで実施し，整理作業・報告書作成は平

成２０年度に実施した。

５　遺物番号は，通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面作成・写真撮影は，調査担当者が行った。空中写真撮影は有限会社ふじ

たに委託した。

９　遺構実測図のトレースは，小林晋也・川口雅之が行った。

１０　土器・石器の実測・トレースは，整理作業員の協力を得て小林・川口が行った。

１１　遺構内から採取した資料の化学分析を株式会社パレオ・ラボに委託した。

１２　遺物の写真撮影は，吉岡康弘が行った。

１３　本書の編集は，小林・川口が担当し，執筆の分担は次のとおりである。

　　第Ⅰ・Ⅱ章，第Ⅲ章第１・２・４節，第Ⅴ章（古代・中世）小林

　　第Ⅲ章第３節，第Ⅴ章（縄文時代早期）川口

１４　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，堂原遺

跡の遺物注記の略号は「ＤＨ」である。
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　鹿児島県土木部道路建設課は，国道５０４号改良事業に先立って，対象地内における埋蔵文化財の

有無について，鹿児島県教育庁文化財課に照会した。事業予定地は周知の遺跡である堂原遺跡であ

ることが明らかになったため，文化財課と道路建設課で協議した結果，対象地域内の遺跡の範囲と

性格を把握するために当該地域において確認調査を実施することになった。

　確認調査は，鹿児島県立埋蔵文化財センター（以下埋蔵文化財センター）が平成１７年１月５日か

ら１月２６日（実働１５日）に実施した。
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平成１６年度　確認調査

　事業主体者　　鹿児島県土木部（鹿屋土木事務所）

　調査主体者　　鹿児島県教育委員会

　調査責任者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　長　　　木　原　俊　孝

　調査企画者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　次　　　　　長　　　賞　雅　　　彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　課　長　　　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　長　補　佐　　　立　神　次　郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第一課第一調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　畑　耕　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事　　　中　村　耕　治

　調査担当者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　文 化 財 主 事　　　廣　　　栄　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財研究員　　　横　手　浩二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財研究員　　　川　口　雅　之

　調査事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　総　務　係　長　　　平　野　浩　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　福　山　恵一郎
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　確認調査の経過は，日誌抄により以下略述する。

　平成１７年１月５日（水）～１月７日（金）

　　・調査開始。発掘機材搬入。遺跡周辺の環境整備，安全対策。

　　・１～８号トレンチ設定及び掘り下げ。３号トレンチで古代～中世の遺物出土。一部取り上げ。

　１月１１日（火）～１４日（金）

　　・９号トレンチ設定及び１～９号トレンチ掘り下げ。５号トレンチで溝状遺構検出。８号トレ

ンチで縄文時代早期の遺物出土，取り上げ。

　　・多雨降水により作業中止。



－２－

　１月１７日（月）～２１日（金）

　　・１０～１３号トレンチ設定及び１，３，７～１３号トレンチ掘り下げ。１号トレンチで縄文時代早

期の遺物検出，取り上げ。９号トレンチで遺構（道跡）検出及び精査。土器洗い。

　　・臨時駐車場設定。安全対策として各トレンチに柵及び滑り止め，手すりの設置。

　１月２４日（月）～２６日（水）

　　・１４号トレンチ設定及び３，８，１２，１４号トレンチ掘り下げ。１２，１４号トレンチで遺構（道

跡）検出。５号トレンチ南側及び８号トレンチ北側の土層断面実測。

　　・全トレンチ終了後埋め戻し。

　　・撤収作業。
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　未買収地を除く部分に１５か所のトレンチを設定し，調査を行った結果，旧石器時代・縄文時代，

及び中世の遺構・遺物を発見した。

　１号・２号トレンチでは，Ⅶ層，Ⅷ層，Ⅹ層で縄文時代早期の遺物を確認した。３号トレンチで

はⅢ層上面で土器片が少量確認されたので，トレンチを拡張して調査を行ったが，新たな遺物は発

見できなかった。３号トレンチのⅣ層以下と４号トレンチでは遺物は確認できなかった。

　５号トレンチでは，Ⅲ層上面で波板状遺構や溝状遺構を検出した。５号トレンチで検出した波板

状遺構及び溝状遺構の広がりを確認するために，南北に新たに９号・１２号・１４号トレンチを設定し

た。各トレンチでは，Ⅲ層上面で古道や溝状遺構が検出された。なお，１２号トレンチでは，Ⅱ層で

古代の土師器が出土している。９号トレンチではⅩ層まで掘り下げたが，Ⅲ層下位で遺物包含層は

確認できなかった。

　８号トレンチでは，Ⅶ層で石坂式土器，ⅩⅠ層で岩本式土器を１点ずつ検出した。トレンチを拡

張して，遺物包含層の広がりを調べたが，この他に遺物は出土しなかった。８号トレンチの南側に

１０号トレンチを設定し，ⅩⅠ層まで慎重に掘り下げたが，遺構・遺物は確認されなかった。

　１１号トレンチのⅡ層では土器片が出土しているが，遺構は確認していない。１３号トレンチと１５号

トレンチでは，遺構・遺物は確認していない。

　縄文時代の遺物包含層は，１号と２号トレンチで確認したことから，遺物包含層の範囲を調査区

南端（台地縁辺部）から３号トレンチの間と想定した。

　５号・９号・１２号・１４号トレンチでは，波板状遺構や古道跡，溝状遺構を検出した。１１号トレン

チでは土師器が出土しているが，隣接する１３号トレンチでは確認されていない。古代・中世の遺物

包含層は，４号トレンチと１１号トレンチの間に残存していることが想定された。
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 備考掘削した層時代出土遺物検出遺構遺構検出面確認した
包含層

トレンチ
番号

Ⅰ層～ⅩⅡ層上面縄文時代早期
フレーク
石皿
凹石

Ⅶｂ～Ⅹ層１

Ⅰ層～ⅩⅡ層縄文時代早期
フレーク
石皿
凹石

Ⅶｂ・Ⅷ層２

Ⅱ層まで削平を受け
ているⅠ層～Ⅹ層縄文時代前期土器Ⅲ層上部３

Ⅰ層～Ⅶ層包含層なし４

Ⅰ層～Ⅲ層上面中世陶器波板状遺構２条
溝状遺構１条Ⅲ層上面Ⅱ層５

Ⅰ層～Ⅲ層上面包含層なし６

Ⅰ層～ⅩⅣ層包含層なし７

Ⅰ層～シラス上面縄文時代早期石坂式土器Ⅶ層８

Ⅰ層～Ⅹ層中世古道３条
溝状遺構１条Ⅲ層上面Ⅱ層９

Ⅰ層～ⅩⅠ層包含層なし１０

Ⅰ層とⅡ層が混在Ⅰ層～Ⅶ層中世土師器Ⅱ層１１

大正時代のボラ層が
Ⅰ層とⅡ層の間に存
在する

Ⅰ層～Ⅲ層上面中世土器
土師器

古道１条
溝状遺構１条Ⅲ層上面Ⅱ層１２

Ⅰ層～Ⅲ層上面包含層なし１３

Ⅱ層まで削平を受け
ているⅠ層～Ⅲ層上面中世溝状遺構２条Ⅲ層上面Ⅱ層１４

Ⅰ層～Ⅲ層上面包含層なし１５

Ⅰ層～Ⅲ層上面包含層なし１６

Ⅰ層～Ⅲ層上面包含層なし１７
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0
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　鹿児島県教育委員会では，確認調査の結果を踏まえ，改めて遺跡の取り扱いについて文化財課，

道路建設課，埋蔵文化財センターの三者で協議し，遺跡の現地保存は困難であることから，本調査

を実施することとした。調査は埋蔵文化財センターが担当することとなった。

　本調査は調査面積約３，７００�を対象として発掘調査を行い，調査期間は平成１８年５月１５日（月）

から８月１１日（金）の３か月間とした。
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平成１８年度　本調査

　事業主体者　　鹿児島県土木部（鹿屋土木事務所）

　調査主体者　　鹿児島県教育委員会

　調査責任者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　所　　　　　長　　　上　今　常　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～平成１８年７月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　原　景　信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年８月～）

　調査企画者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　次長兼総務課長　　　有　川　昭　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長　新　東　晃　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一調査課長　　　池　畑　耕　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼調査第一課第一調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　野　眞　一

　調査担当者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　文 化 財 主 事　　　小　林　晋　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財研究員　　　川　口　雅　之

　調査事務担当者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　総　務　係　長　　　寄井田　正　秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　五百路　　　真
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　本調査の経過は，日誌抄により以下略述する。

平成１８年５月１５日（月）～５月１９日（金）

　　・調査開始。発掘機材搬入。遺跡周辺の環境整備，安全対策。重機による第１地点及び第２地

点表土剥ぎ。第２地点グリッド杭打ち。

　　・第１地点南側と第２地点Ａ～Ｃ－２～７区Ⅱ層の掘り下げ及び遺構（道跡）検出。

　５月２２日（月）～２６日（金）

　　・第２地点Ａ～Ｃ－２～１２区の掘り下げ及び遺構（道跡）検出。

　　・第１地点西側土層断面図作成及び地形コンタ図作成。第１地点調査終了。

　　・第３地点Ａ～Ｃ－２３～２５区表土剥ぎ及び掘り下げ。
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　５月２９日（月）～２日（金）

　　・Ａ～Ｃ－９～１０遺構（道跡）検出。Ａ～Ｃ－８区Ⅱ層掘り下げ。Ａ～Ｃ－２４区縄文時代早期

包含層掘り下げ。

　　・雨天のため，２日だけ実施。

　６月５日（月）～９日（水）

　　・Ａ～Ｃ－２～７区掘り下げ及び遺構検出。Ａ～Ｃ－１０～１２区西側壁面土層断面実測。Ａ～Ｃ

－１９～２２区重機でⅧ層まで除去。Ａ～Ｃ１９～２５区掘り下げ及び遺構・遺物検出。

　６月１２日（月）～１６日（金）

　　・Ａ～Ｃ－６～１２区遺構検出及び実測。Ａ～Ｃ１９～２５区掘り下げ及び遺構・遺物検出。縄文時

代早期土器出土。

　　・空中写真撮影実施。鹿屋市立市成中学校１年生と職員見学。

　６月１９日（月）～２２日（木）

　　・Ａ～Ｃ－２～１３区遺構（波板状遺構）検出及び地形コンタ図作成。Ｂ－９区北側及び西側壁

面土層断面実測。Ａ～Ｃ－９～２５区Ⅹ層まで掘り下げ及び遺構・遺物検出。

　６月２６日（月）～２８日（水）

　　・Ａ～Ｃ－２～１３区遺構（溝状遺構）検出及び実測。

　　・雨天日が続き，作業工程が進まず。

　７月３日（月）～６日（木）

　　・Ａ～Ｃ－２～１３区遺構実測及び遺物取り上げ。Ｃ～Ｄ－２～１３区作業終了。道路付け替え作

業。

　　・農道下部分（Ｃ～Ｄ－２～１５区）の表土剥ぎ。Ａ～Ｃ－８～９区掘り下げ及び遺構・遺物検

出。

　　・第１地点の水道管工事に伴う工事立会を行い，遺物包含層が削平されていることを確認。

　７月１０日（月）～１４日（金）

　　・Ａ～Ｃ－２～１３区グリッド杭打ち。Ａ～Ｃ－５～１３区掘り下げ，および遺構・遺物検出。

　　・Ａ～Ｃ－１８～２２区遺物検出。縄文時代早期遺物出土。

　７月１８日（火）～２１日（金）

　　・Ａ～Ｃ－９～１３区掘り下げ，遺構・遺物検出。溝状遺構（畠跡）検出及び実測。

　　・Ａ～Ｃ－１８～２２区掘り下げ，遺構・遺物検出。縄文時代早期遺物出土。

　　・雨天のため作業を一日中止して図面整理。

　７月２４日（月）～２８日（金）

　　・Ａ～Ｃ－４～１３区遺構・遺物検出及び地形コンタ図作成。

　　・Ａ～Ｃ－１８～２２区地形コンタ図作成及び遺構・遺物検出。縄文時代早期遺物出土。

　　・百引小学校家庭教育学級による体験学習。発掘体験，石蒸し料理，勾玉づくりを実施。

　８月１日（火）～４日（金）

　　・Ａ～Ｃ－２～１３区遺構検出及び実測。調査終了。

　　・Ａ～Ｃ－１９～２２区遺構・遺物検出及び実測。
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　８月７日（月）～１１日（金）

　　・Ａ－１９区西側壁面土層断面実測。Ａ～Ｃ－２１～２２区遺構・遺物検出及び遺物取り上げ，実測。

縄文時代早期の炉跡，集石検出。

　　・全調査区調査終了。土木事務所と引き渡しの打ち合わせ。撤収作業及び荷物搬出。
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　報告書作成及び整理作業については，平成２０年度事業とし，埋蔵文化財センターで実施した。
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平成２０年度　報告書作成

　事業主体者　　鹿児島県土木部（鹿屋土木事務所）

　作成主体者　　鹿児島県教育委員会

　作成責任者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　所　　　　　長　　　宮　原　景　信

　作成企画者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　次長兼総務課長　　　平　山　　　章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次長兼南の縄文調査室長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　畑　耕　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一調査課長　　　青　�　和　憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事兼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査第一課第一調査係長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　野　眞　一

　作成担当者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　文 化 財 主 事　　　小　林　晋　也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化財研究員　　　川　口　雅　之

　事務担当者　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　　　総　務　係　長　　　紙　屋　伸　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　事　　　五百路　　　真
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　発掘調査作業従事者（３３名）

　　井上セツ子　井上辰男　入佐ユリ子　岩元利秋　上村トシ子　川田昭人　倉富まち子

　　小平清子　妹尾伸吾　瀬戸口ヒメ　武元勝信　田中やえ子　田平義幸　寺園リツ子

　　西井田ゆかり　中島治夫　野迫香代子　浜谷敬子　原口一貴　原口新一　福寿良子　福元貞二

　　前田久隆　満沢勝男　満沢ユリ　室田イツエ　森岡敏　盛重久雄　盛重ヒロ　山口登美子

　　山下妙子　吉永時江　佐々木イツ子　

　　

　報告書作成事業従事者（５名）

　　迫間洋子　田中周子　宗像昭子　山下節子　湯之上さゆり
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　堂原遺跡は，鹿屋市輝北町上百引に所在する。

　鹿屋市輝北町は，鹿児島県の東部，大隅半島の北西に位置し，北は霧島市，西は垂水市，南は旧

鹿屋市，東は曽於市に隣接する。東西１１�，南北１０．５�のほぼ方形をなし，面積は８，８９５haであり，

町内の７割近くは森林である。

　大隅半島の地形は，基盤岩の露出する山地と南九州の広い範囲に分布する姶良カルデラ起源の火

砕流堆積物で形成するシラス台地から成る。大隅半島の基盤層は，高隈山周辺に分布する四万十累

層群と志布志市から佐多岬にかけて分布する日南層群である。本町に広く分布する入戸火砕流堆積

物（シラス）は，約２８，０００年前の姶良カルデラ噴出物である。町の地勢は，西側を高隈山系が南北

に走り，東側は梅ヶ渡川，平房川，堂篭川等川沿いに狭小な水田が展開する。

　堂原遺跡は高隈山系の東側に位置し，標高３００ｍ程のシラス台地上に位置している。急傾斜する

傾動地塊状の地形を呈しており，遺跡の東側を大鳥川（平房川）が流れ，台地を開析し深い谷を形

成している。土壌はほとんどが火山灰土に覆われており，本遺跡は現在畑地として利用されている。

　本遺跡の周辺では，南西側に前床遺跡及び鳥居ヶ段遺跡，南側に新田遺跡が知られている。いず

れも中世の遺構・遺物を中心とする遺跡であり，特に新田遺跡においては掘立柱建物跡などが多数

検出されている。
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　文献で本町の地名が最初に確認できるのが保元元年（１１３５）の『宮永社役支配状』で，「市成」

が確認できる。一方，「百引」の地名は，承安５年（１１７５）の『島津圧政所下文』に記載される。

　堂原遺跡の周辺には，百引本城（別名坂下本城）址，小城（別名くずれ城）址がある。いずれも

築城者，築城時期についての文献は残されないが，百引本城は，養和元年（１１８２）図師氏の築城と

伝えられる。また，小城は，堂篭川の上流にあった白岩城の出城とされ，『新編伴性肝属氏系譜』

によれば，天文７年（１５３８）に落城したとある。なお，百引本城主を祀ったとされる蔵王権現社跡，

その城主の奥方を祀ったとされる田中御前社跡も近くに位置している。

　本遺跡から南東方向４�程には，利神社がある。利神社は，百引本城から東に望見できる堂篭川

沿いの位置にあり，先の図師氏が百引を治めた時に利大明神として奉じたとされ，明治期に現在地

（上百引一番郷）に移された。

　また，南東方向３�程には，真言宗坊津一乗院の末寺である千手院丸山寺跡がある。幕末・明治

期の廃仏毀釈により廃寺となり，現在は跡形も無く，開基開山も不明である。ただ，寺内には古石

塔群が残っており，その中にある五輪塔の塔身が３．２３ｍにも達することから，権力を持っていたと

考えられている。ちなみに，これらの古石塔群は，鹿屋市の文化財に指定されている。

　以上，本遺跡の周辺は，中世の歴史遺産が豊富で，近世には鹿屋街道，大崎街道が通っていたと

される。現在も国道５０４号が走り，一帯が交通の要衝として発展した経緯がうかがえる。

　なお，鹿屋市輝北町の遺跡の概要については，第２表の通りである。また，堂原遺跡の周辺遺跡
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については，第２図の通りである。

 
備考遺物等時代地形所在地遺跡名番号

昭和５６年分布調査土器片不明丘陵端上百引愛宕石ノ脇１

昭和５６年分布調査土器片縄文時代（後）扇状地上百引隠畑隠畑２

昭和５６年分布調査骨壺・須恵器古墳時代麓上百引一番郷麓３

不明山陵上百引一番郷西原城（舞天城）址４

不明山陵上百引風呂段白岩城（オセロガ城）址５

不明山陵下百引坂下百引本城址６

不明平地下百引坂下小城（くずれ城）址７

平成３年分布調査土器片古墳時代台地上上百引下高塚下高塚８

平成３年分布調査土器片縄文時代台地上上百引板段板段９

不明丘陵端下百引坂下丸山寺古石塔群９

平成５年農政分布土器片古墳時代台地上上百引牧ノ段牧ノ段１０

平成８年分布調査土器片古墳時代台地上百引愛宕東石脇段１１

平成１８年調査土器片古墳時代台地上百引楢久保堂原１２

平成１１年分布調査土器片縄文，弥生，古墳台地上百引屋敷ヶ迫屋敷ヶ迫１３

平成１１年分布調査土器片古墳時代台地上百引中原中原１４

平成１１年分布調査土器片古墳時代台地上百引赤簿赤簿１５

平成１１年分布調査土器片古墳時代台地市成矢五郎矢五郎１６

平成１１年分布調査土器片縄文時代台地上百引柿内柿内１７

昭和５６年分布調査塞ノ神式土器縄文時代（早）丘陵端下百引引地引地

参　
　
　

考

昭和５６年分布調査春日・岩崎・草野・
夜臼式土器縄文時代（中・後・晩）台地上下百引東原別府徳光ヶ丘

昭和５６年分布調査土器片縄文時代（後）台地上諏訪原ハシバダンハシバダン（森永）

昭和５６年分布調査土器片縄文時代（後）扇状地諏訪原堀込堀込

昭和５６年分布調査　縄文時代（後）扇状地諏訪原倉谷倉谷

昭和５６年分布調査土器片縄文時代（後）平地市成久木野々久木野々

昭和５６年分布調査土器片縄文時代（後）山腹上百引岳野観音ヶ尾

昭和５６年分布調査有肩石斧弥生時代台地上平房下平房青木段（松下）

昭和５６年分布調査　不明山陵市成上方垂野城址

平成３年分布調査土器片戦国時代台地端諏訪原朝倉諏訪原城址

平成３年分布調査土器片古墳時代台地上下百引渡ヶ迫渡ヶ迫

平成７年調査土器片縄文時代（早・中）台地上平房中平房前床

平成７年調査土器片縄文時代（前・中）台地上平房中平房鳥居ヶ段

平成１０年分布調査土器片中世台地市成十環畑十環畑

平成１１年分布調査土器片古墳時代台地諏訪原松木段松木段

平成１１年分布調査土器片古墳時代台地諏訪原津曲迫津曲迫

平成１４年調査古代，縄文時代台地上百引吉元吉元

平成１５年調査古代，中世，縄文時代台地下百引新田新田
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��



－１０－

�������	
������������



－１１－

���������	


�������	
��

　発掘調査は調査区を３か所に分け，北側から第１

地点，第２地点，第３地点と呼称して調査を進めた。

確認調査の結果，第１地点の大部分は削平されてい

たが，南端で古代の包含層と道跡を検出することが

できた。また，第１地点と第２地点の間のアスファ

ルト道路部分は，工事立会で確認したところ，包含

層は残存していなかった。

　したがって，第２地点及び第３地点が主体となる

調査対象区域とし，１０ｍグリッドを設定して調査を

実施した。グリッドには，調査区の西－東軸にＡ～

Ｄのアルファベット名を，北－南軸に１～２５の数字

名を付した（第３図）。

　第２地点の調査は，道路の付け替えを行う関係上，

拡張する西側半分を先に実施し，その後迂回路を設

置して東側半分（現道部分）の調査を行った。第３

地点は，廃土処理の問題から南側から調査を行い，

第２地点と第３地点の間を廃土置き場として利用す

ることにした。

　工程としては，確認調査で検出された道跡が集中

するＢ・Ｃ－２～１３区と，縄文時代早期の遺物が集

中する第３地点Ａ～Ｃ－１８～２２区に時間を重点配分

する方法を採ることにした。

　また，第２地点の中間部に東西に横切る農道があ

るが，隣接の畑を耕作するために必要だったため，

その部分は最後に残して，耕作に支障がないように

短期間で調査を終了させ，仮設道路を設置した。

　調査時期が梅雨と重なったことと，水捌けが決し

てよいとは言えない土壌であったため，水を掻き出

す作業に追われることもしばしばあり，作業の進捗

が思うようにいかない場面も多々あった。

　また，工事計画の関係上，水道管が地表に裸出し

ていたため，真夏日が続く中，冷水がなかなか出て

こない状態が続くなど，作業環境に苦しむ中での作

業となった。調査面積は３，７００�である。
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　古代・中世の主たる遺物包含層であるⅡ層は部分的に削平され，古代・中世の遺構検出面はⅢ層

上面となる。Ⅷ～Ⅹ層は縄文時代早期の遺物包含層であり，遺構検出面はⅩⅠ層上面である。また，

火山噴出物の堆積は明瞭で，噴出源に近いこともあり，桜島起源の噴出物であるＰ１，Ｐ７，Ｐ１１，

Ｐ１３等が良好な状態で観察できる。特にＰ１とＰ１１は，この地域では，堆積状況が良好である。薩

摩火山灰（Ｐ１４）は堆積が薄く，Ⅹ層とⅩⅡ層の間に点在している状態であった。
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　暗褐色砂質土。現在の表土で軽石を多く含み，しまりがない。Ⅱ
層との境に２ｍｍ～５ｍｍ大の軽石層が等間隔に残る。この白色の
軽石層は大正１０年の桜島起源の火山灰（Ｐ１）と考えられる。

Ⅰ層

　黒色砂質土。道跡や溝状遺構の埋土である中世の遺物包含層。し
まりがよく，軽石や小石を含まない。下部に橙色のブロックを多く
含む。第３地点においては大部分が削平されている。

Ⅱ層

　黄褐色砂質土。上部はしまりがなく柔らかい。下部は色調が暗く，
Ｐ７のパミスを少量含み固くしまっている。ほぼ水平堆積で，本層
上面で遺構を検出する。

Ⅲ層

　褐色砂質土。固くしまっており，層の上下にＰ７のパミスを含む。Ⅳａ層

　黄褐色砂質土。Ｐ７の一次堆積をブロック状で所々に含む。Ⅳｂ層

　褐色粘質土。硬くしまっていて所々にＰ７のパミスを含む。下部
は上層よりも粘性があり，浅黄色のブロックを部分的に含む。Ⅴ層

　アカホヤ火山灰。上部は赤褐色を呈する厚さ１０ｃｍ程度の二次堆
積層から成る。下部は細かなパミスによる一次堆積層である。上層
の落ち込みにより，ブロック状で薄く堆積している。

Ⅵ層

　暗褐色砂質土。Ｐ１１の腐食土でしまりがよく，所々にパミスを含む。Ⅶ層

　暗褐色砂質土。Ｐ１１の一次堆積をブロック状に多く含む。凹凸が
著しい。縄文時代早期の遺物包含層。Ⅷ層

　暗褐色砂質土。Ｐ１１の軽石を多く含む。縄文時代早期遺物包含層。Ⅸａ層

　黒褐色砂質土。Ｐ１３をブロック状に含む。縄文時代早期遺物包含層。Ⅸｂ層

　黒褐色砂質土。Ｐ１３の軽石を多く含む。縄文時代早期遺物包含層。Ⅹ層

　薩摩火山灰層。壁面からは，薩摩火山灰をはっきり確認すること
はできないが，ⅩⅡ層上面で点在していることが確認できる。ⅩⅠ層

　黒色ローム層。弱い粘性を持ち，しまりがよい。ⅩⅡ層

　灰黄褐色ローム層。しまりがよく，細かい火山灰が固くしまって
堆積している。ⅩⅢ層

�������	
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　確認調査の結果，縄文時代早期の遺物が確認トレンチ１・２のⅧ層～Ⅹ層で確認されていたこと

から，重機でⅧ層上面まで除去し，その後人力で掘り下げた（第８図）。表土剥ぎの範囲は，縄文

時代早期の地形面を把握するために，調査区の南端から３号トレンチ北側までとした（面積約

１，９００㎡）。その後，旧石器時代の遺構・遺物を確認するため，先行トレンチ１・２を設定し，Ⅷ層

以下の掘り下げを行った。旧石器時代の遺物包含層は確認されなかったが，縄文時代早期の遺物は

先行トレンチ１の東側に集中し，２号トレンチまでは広がらないことが明らかとなった（第１１図）。

この結果を基に，Ⅷ層～Ⅹ層の調査を，先行トレンチ１の東側から先行トレンチ２周辺にかけて

行った（面積約４９０㎡）。

　本調査では，集石３基，炉跡４基，縄文時代早期の土器・石器を検出した。遺物は，Ⅷ層，Ⅸ層

及びⅨ層上，Ⅸ層下，Ⅹ層に分けて取り上げ，注記を行った。Ⅸ層の遺物は，上層と下層に分けて

取り上げており，これを基本土層に対応させると，Ⅸ層及びⅨ層上がⅨａ層，Ⅸ層下がⅨｂ層とな

る。

�����

　遺構には，集石３基と炉跡４基がある。集石１・２号，炉跡１～４は台地の落ち際に沿って検出

された。集石の確認面は集石１・２がⅩ層，集石３はⅨ層上面であり，集石１・２号と３号の確認

面にはレベル差がある。礫は安山岩の角礫が主体で，水磨が著しいことから，台地下を流れる浦谷

川で採取したものと考えられる。

　炉跡は，全てⅩⅢ層上面で検出された。炉跡が検出された地点は，台地の縁辺であるため，Ⅹ～

ⅩⅡ層の堆積が薄く，炉跡の掘り込みはⅩⅢ層まで達していた。炉跡の埋土はⅩ層に近いため，時

期は縄文時代早期で，掘り込み面はⅩ層付近であると想定している。
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　Ａ－２２区のⅩ層で確認された。礫が南北に細長く散在し，目立った集中域は形成されていない。

レベル差もないことから，投棄されたような感じを受ける。使用されている礫は，４�～１０�大の

安山岩及び軟質の堆積岩である。水磨した角礫が主体を占め，焼けた痕跡は認められない。掘り込

みはなく，炭化物，焼土は確認できなかった。礫の総数３８個，総重量４．５㎏。
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　Ｂ－２２区でⅨｂ層～Ⅹ層を掘削中に確認された。５�～１５�大の角礫が北東から南西方向に傾斜

している。礫の集中する範囲は，６０�～８０�で，一段目の礫を取り外すと，その下にやや大きめの礫

を直径４０�の円形に配置していた。掘り込みは，ⅩⅢ層上面で検出され，その規模は０．７ｍ×１ｍ，

深さ１８�である。礫とややずれているが，集石に伴うものと考えられる。
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　礫は焼けており，周辺の土に炭化物が混じることから，この場で火を焚いて使用したものと考え

られる。明瞭な焼土は認められなかった。礫の総数７２個，総重量６９㎏。
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　Ａ－１８区のⅨ層上面で確認された。５�～２０�大の円礫及び角礫が，直径１ｍの範囲に集まって

いる。礫は，表面が赤色化しており，火を受けたものとみられるが，焼土跡や炭化物が確認できず，

密度も低いことから，この場で使用されたとは考えにくい。礫にレベル差はなく，掘り込みも確認

できなかった。礫は水磨した質の悪い安山岩が主体を占め，赤色の脆い堆積岩が少量混じる。礫の

総数４２個，総重量５２㎏。
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　Ａ－２１区で，４基の掘り込みを検出した。埋土に炭化物を多く含み，少量ではあるが焼土も認め

られることから，炉跡と判断した。

　炉跡１の掘り込みは円形を呈し，規模は０．６ｍ×０．５ｍ，深さ６�である。

　炉跡２の掘り込みは円形を呈し，規模は０．８ｍ×０．７ｍ，深さ１８�である。

　炉跡３の掘り込みは円形を呈し，規模は０．６２ｍ×０．５４ｍ，深さ１４�である。

　炉跡４の掘り込みは円形を呈し，規模は０．４４ｍ×０．４６ｍ，深さ１２�である。
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　縄文時代早期の遺物は，Ａ－１９～２１区に集中している。その大半は，破砕礫等であり，土器，石

器の出土量は少ない（第１１図）。ここでは，確認調査で出土した出土遺物も含めて報告する。
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　岩本式土器，前平式土器，加栗山式土器，吉田式土器，桑ノ丸式土器が，縄文時代早期の遺物包

含層であるⅧ層～Ⅹ層で出土した。第４表は，縄文時代早期の土器型式と出土層位の関係をまとめ

たものである。これをみると，攪乱等により多少の上下移動はあるが，前平式土器はⅩ層～Ⅸｂ層

で，桑ノ丸式土器はⅨａ層を中心に出土していることが分かる。Ⅸｂ層の前平式土器は，同層中に

堆積するＰ１３の上下で出土しており，Ｐ１３によって前平式土器の帰属層位を峻別することはできな

かった。この他に，３号トレンチでは，アカホヤ火山灰上位のⅢ層で，縄文時代前期の土器が１個

体出土している。以下，型式ごとに報告する。
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土器形式

その他桑ノ丸吉　田加栗山前　平岩　本

１３２１Ⅷ
層　

位

２１７２Ⅸａ

１４２１７Ⅸｂ

１６１Ⅹ

※数字は，型式の判別できる破片数をカウントしたものである。
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　１・２は口縁端部に深い刻目を施すため，口縁部が波状を呈している。口縁部外面に，斜位また

は横位の貝殻刺突文を施し，内面には段を有する。内外面に細かな条痕を施し，胎土には石英，白

色砂粒を含む。岩本式土器に該当する。

　３～５は同一個体で，円筒形を呈する。３の胴部と４の底部は，接合しなかったので別々に掲載

した。口縁部上端には押引状の刺突文を，外面には深い楕円形の刺突文を巡らす。胴部外面には，

深くしっかりとした貝殻条痕文を横位に施し，内面にはケズリを施す。器壁が薄く，外面は焼けて

いるため煤が付着している。胎土には石英，角閃石を多く含む他，赤褐色の粒もみられる。６～９

は角筒形土器の胴部である。６は口縁部付近に横位の貝殻刺突文を施し，胴部はいわゆる２重施文

で，貝殻条痕後に沈線文を施す。内面はケズリ調整で，胎土に角閃石，石英，砂粒を含む。７・８

も貝殻条痕後に沈線文を施している。３～９は前平式土器に該当する。

　１０は角筒形土器の胴部で，外面に貝殻条痕を施した後，楔形の貼付文を貼り付けている。胎土に

は，大粒の石英，角閃石，砂粒を含んでいる。加栗山式土器に該当すると考えられる。

　１３・１４・１７は吉田式土器である。１３は外面に貝殻押引文と横位の貝殻刺突文を施す。１４と同一個

体の可能性がある。１４は口縁部で，上面に刻目，外面には横位の貝殻刺突文と貝殻押引文を施す。

内面はナデ調整で，胎土に石英，砂粒を含む。１７は胴部片である。外面に貝殻押引文，内面にナデ

調整を施す。胎土に少量の石英と砂粒を含む。

　１８～２７は外面に貝殻条痕による横位の沈線文と羽状文を施す。外面調整はナデ，内面調整はミガ

キで，胎土に石英，金雲母，白色砂粒，小石を含む。桑ノ丸式土器に該当する。

　１８は器形がバケツ形を呈し，復元口径２７．６�，底径１６．２�，器高２７．４�である。口縁部と底部外

面には，横位の沈線文が波状に巡り，胴部には羽状文を施す。接合しなかったが，１９とは同一個体

とみられ，本来は口縁部に瘤状突起がつくものと推測される。

　１１・１２・１５は，吉田式土器であり，１６は型式の判別が難しいものである。１１は口縁部上面に刻目

を施し，外面に斜位の貝殻刺突文を施す。胴部は斜位の貝殻条痕の上に，縦位の貝殻刺突文と楔形

貼付文を施す。器壁が薄く丁寧な作りである。１２は口縁部上面に刻目を施し，外面に貝殻刺突文を

格子目状に施す。文様の施文は雑である。１６は口縁部外面に貝殻刺突文を施し，内面には小さな窪

みが連続してみられる。胴部外面に条痕を施し，胎土に石英，角閃石を含む。

埋土　①黒褐色砂質土２～４ｃｍ大の炭化物・粒子 
　　　　を多く含むため黒ずんだ色をしている。 
　　　　極小の焼土粒を少量含んでいる。 
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※等高線はⅧ層上面で作成 
　青色の●は土器、▲は石器（数字は報告書掲載番号） 
　黒色の▲は自然破砕礫等 
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備考取上番号
色調調整

法量（㎝）部位器種層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内外内外

岩本式３１明黄褐にぶい
黄褐条痕条痕口縁深鉢Ⅹ８Ｔ１

１２

岩本式２１明黄褐にぶい
黄褐条痕条痕口縁深鉢ⅧＡ－２１２

前平式３４２・３６５・３６６・
３６８・３６９黒褐灰黄褐ケズリ貝殻

条痕口径（１３．８）口縁・
胴部深鉢Ⅸ・

Ⅸ下・ⅩＡ－１９３

前平式３４１・３５３・３７０黒褐灰黄褐ケズリ貝殻
条痕底径１０．３底部・

胴部深鉢Ⅸ下・
ⅩＡ－１９４

前平式３４３明黄褐黒褐ケズリ貝殻
条痕口縁深鉢Ⅸ下Ａ－１９５

前平式３０８黒褐黒褐ケズリ貝殻
条痕胴部深鉢ⅨＤ－２１６

１３

前平式２４３・２４４にぶい
黄橙黒褐ケズリ貝殻

条痕胴部深鉢ⅩＡ－２１７

前平式１９２灰黄褐にぶい
黄橙ケズリ貝殻

条痕胴部深鉢Ⅸ下Ａ－２１８

前平式２１８黒褐にぶい
黄褐磨滅貝殻

条痕胴部深鉢ⅩＡ－２０９

加栗山式３５５褐色黒褐ナデ？貝殻
条痕胴部深鉢Ⅸ下Ａ－１９１０

２９８浅黄浅黄ナデ貝殻
条痕口縁深鉢Ⅸ下Ａ－１９１１

３１９浅黄灰黄褐ナデ貝殻
条痕口縁深鉢ⅨＡ－１９１２

吉田式２７９にぶい
黄橙明黄褐ナデ貝殻

押引文胴部深鉢Ⅸ下Ａ－１９１３

吉田式３３３にぶい
黄褐明黄褐ナデ貝殻

押引文口縁深鉢Ⅸ下Ａ－１９１４

７５にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ磨滅胴部深鉢ⅧＡ－２１１５

１２・１９褐にぶい
褐ナデ条痕口縁深鉢Ⅷ・ⅨＢ２０・２１１６

吉田式８２・８３にぶい
黄橙橙ナデ貝殻

押引文胴部深鉢ⅧＡ－２０１７

１４
桑ノ丸式

８８～９２・１０１・１０２・
１１２・１１３・１８３・
１８６・１３６・１３２・２２８

にぶい
黄橙

にぶい
黄橙

ミガキ
後ナデナデ

口径（２７．６）
底径１６．２
器高２７．４

口縁・
胴部・
底部

深鉢Ⅷ・Ⅸ・
Ⅹ・ⅩⅢ

Ａ２０・２１
Ｂ－２０１８

桑ノ丸式２６６にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ミガキナデ口縁深鉢Ⅸ下Ａ－１９１９

１５

桑ノ丸式３５７褐褐ミガキナデ胴部深鉢Ⅸ下Ａ－１９２０

桑ノ丸式１２４・２１４褐褐灰ミガキナデ胴部深鉢Ⅸ・Ⅸ下Ａ－２０２１

桑ノ丸式２７２褐褐ミガキナデ胴部深鉢Ⅸ上Ａ－１９２２

桑ノ丸式１２褐褐ミガキナデ胴部深鉢ⅨＢ－２０２３

桑ノ丸式２１３褐褐ミガキナデ胴部深鉢Ⅸ下Ａ－２０２４

桑ノ丸式３５６褐褐ミガキナデ胴部深鉢Ⅸ上Ａ－１９２５

桑ノ丸式１１０褐褐ミガキナデ胴部深鉢ⅧＡ－２０２６

桑ノ丸式１２６褐褐ミガキナデ胴部深鉢ⅨＡ－２０２７

１６・１７・１８・１５５黒明褐ナデ条痕（１６）胴部深鉢Ⅷ・ⅨＢ－２０・２１２８

１６

１２３灰褐色明褐ナデ条痕胴部深鉢ⅨＡ－２０２９

２０７灰褐明褐ナデ条痕胴部深鉢ⅩＡ－２０３０

２７０明黄褐明黄褐剥落条痕底径（１３．５）底部深鉢Ⅸ上Ａ－１９３１

７７・１８０・１９３明黄褐明褐ナデミガキ底部深鉢Ⅷ・Ⅸ下Ａ－２０・２１３２

３４０にぶい
黄褐明褐磨滅磨滅底径（１１．２）底部深鉢・

円筒形Ⅸ上Ａ－１９３３

４２灰黄褐にぶい
黄橙剥落磨滅底部深鉢ⅨＢ－２１３４

２６０にぶい
黄橙

にぶい
黄橙ナデ条痕？底部深鉢・

円筒形Ⅸ下Ａ－１９３５

曽畑式１・２・３・４明黄褐にぶい
黄橙ナデナデ（１６．５）胴部曽畑式Ⅲ・Ⅴ３Ｔ・８Ｔ３６



－２７－

　２８～３０は円筒形土器（型式不明）の胴部片である。２８・２９は同一個体で，外面に条痕，内面にナ

デを施す。器肉が厚く，胎土に石英，砂粒を多く含む。３０は外面に横位の条痕文が残る。

　３１～３３は底部である。３１は外面に貝殻条痕文を施す。砂粒の少ない比較的精製された胎土を使用

している。３２は外面がミガキ調整で，胎土に金雲母を多く含む。桑ノ丸式土器の可能性がある。

３３・３４は磨滅が著しい。

������

　３６は，３号トレンチのアカホヤ上層で出土した。胴部外面に縦位及び斜位の沈線文を施している。

器壁が薄く，内外面ナデ調整を施す。曽畑式土器での範疇で理解している。

�����

　石斧，石鏃未製品，残核，磨石，敲石，石皿が出土した。

　３７は砂岩，３８はホルンフェルス製の石斧である。３７は撥形を呈し，側辺と基部を打ち欠いて形を

整えた後，研磨している。３８は扁平な自然礫を利用したものである。長方形を呈し，右側辺を打ち

欠いて刃部を形成している。

　３９は打製石鏃の欠損品で，未製品の可能性もある。４０は頁岩，４１は黒曜石の残核である。この他

に，黒曜石製１９点，水晶製１点，チャート製１点の剥片が出土している。

　４２は磨・敲石である。表面に敲打痕，裏面に磨面が残る。４３～４６は安山岩製の磨石で，片面にの

み磨面を形成している。

　４７～５２は，安山岩と凝灰岩製の石皿である。４８は表面が焼けており，煤が付着している。

�������	
�����

備考取上番号
重さ最厚最幅最長

石材器種層位出土区遺物
番号

挿図
番号 （ｇ）（㎝）（㎝）（㎝）

３３２３０２．３６１３砂岩石斧ⅩＡ－２０３７

１７

６０１２９１．９４．８１１．６ホルンフェルス石斧ⅨＡ－２１３８

２４８０．５０．３１．４１．２黒曜石石鏃未製品ⅩＡ－２１３９

３００．５０．３１．３１．４頁岩フレークⅦ上８Ｔ４０

２９０２．４１．１１．２２黒曜石フレークⅨＡ－１９４１

３０２３６０３．８８．０８．１安山岩磨・敲石Ⅸ下Ａ－１９４２

３０６１１０２．９４．８５．３安山岩磨石ⅨＡ－２１４３

３０３９０２．９４．１５．０安山岩磨石ⅨＡ－２１４４

一部焼けている１９６４８０５．１８．４９．８安山岩磨石Ⅸ下Ａ－２０４５

３９９３２０４．４６．４８．５安山岩磨石ⅨＡ－１９４６

２３０１７１０６．５１０．５１６．４安山岩石皿ⅩＡ－２０４７

焼けている６８２１９０４．４１８．０２０．７凝灰岩石皿ⅨＡ－２１４８

１８

一部剥落２５８０５．６１５．８１９．９安山岩石皿ⅩＡ－２３４９

７６３００１２．４１５．４２６．２安山岩石皿Ⅸ下Ｂ－１９５０

３３９１３００２．７１５．６１８．０安山岩石皿Ⅸ下Ａ－１９５１

１１０７１３１０４．８１０．２１６．８凝灰岩石皿Ⅸ下２Ｔ５２
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　本調査では，第１地点及び第２地点（Ａ

～Ｄ－２～１３区）で，古代・中世の遺構・

遺物が検出された。両地点ともに重機で表

土を掘り下げ，Ⅱ層以下を人力で掘り下げ

た。第２地点の調査は拡幅部分を行った後，

迂回路を設置して現道下の調査を行った。

Ｃ－４区以北は，近代以降の道跡によって

Ⅲ層まで削平されており，古代・中世の道

跡は残っていなかった。

　第１地点では，古代の道跡と考えられる

遺構が２条検出され，遺物は土師器の碗と

甕，鉄器が出土した（第１９図）。第２地点

では，溝状遺構群が１か所，道跡が５６条，

溝状遺構が７条検出され，遺物は土師器の

碗，杯，陶器碗が少量出土した（第２０図）。

　第１地点と第２地点を合わせた調査面積

は約１，８００�である。
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　ＢＣ－１０～１２区のⅢ層上面で検出した。

検出面は，道跡より下位であり，溝状遺構

が谷状の地形に直交する形で南北方向に１０

条並んでいる。溝の幅は約６０�～８０�程度

で，深さは５�～１６�である。断面の状況

をみると，底面が浅いレンズ状をなしてお

り，埋土は灰褐色の砂質土で，上部から検

出された道跡の埋土と比較するとかなり柔

らかく締まりも弱い。溝状遺構内で遺物は

検出されていないが，周辺では土師器が３

点出土した。

　溝跡は，同一方向へ約９０�～１００�程の

間隔でほぼ並行に並んでいることから，畠

跡の可能性を考え，土壌のプラント・オ

パール分析を行った。その結果，イネある
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L=326.5m

L=326.5m
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いはキビ族の栽培が行われていた可能性はあるものの，溝状遺構内で採取した試料１・２の分析結

果にバラツキがあり，さらに比較試料として採取した壁面試料との間に明確な差異がないことから，

畠跡とは断定できなかった。
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　Ⅱ層から古代～中世の道跡が総数５８条検出された。第１地点では，道跡が２条検出され，北側へ

続くと予想されるが，耕作による攪乱により，１０ｍ程度しか検出されなかった。第２地点では，Ｂ

Ｃ－２～１３区で道跡が５６条検出され，長いもので６０ｍ以上続くものもあるが，断続的なものがほと

んどである。道幅は，３０�～４０�程度のものが中心で，８０�～１００�程の幅広のものもある。

　切り合いの状況や方向を踏まえると，大きくⅠ群，Ⅱ群，Ⅲ群の３つの道跡群に分けることがで

きる（第２０図）。Ⅰ群とⅡ群は道跡が数条ずつ重なって構成されているが，両群の間に散在するⅢ

群は道跡の重なりはほとんどない。Ⅰ群とⅡ群間の距離は約５ｍで，北西－南東の方向へほぼ並行

して伸びており，Ⅲ群は，ＢＣ－８～１２区で部分的に検出され，一部はⅡ群につながっている。Ⅰ

群が２１条，Ⅱ群が１８条，Ⅲ群が１９条の道跡で構成されている。

　基本的にほとんどが硬化面を形成し，それらの残存を確認することで道跡と判断した。厚さは２

�～４�程度で，下部に鉄分が沈殿している。硬化面は砂層を挟んで４枚以上に分かれ，埋没を繰

り返しながら断続的に形成されている。

　特徴として，道跡には波板状痕跡があり，どの道跡群でも，ほぼ同じ部分で確認できた。ほとん

どが直径３０�～４０�程度の楕円形であり，深さは１０�程度である。

　波板状痕跡の断面を見ると，かなり締まった硬化面が何層も確認できた。特に道跡群Ⅰ，Ⅱが最

も接するＢ－８区は，多くの波板状痕跡が検出された。地形と照合すると，勾配が急である地点に

集中していることが分かる。勾配が緩やかな部分でも確認はされたが，その硬化面は締まりが弱く，

深さも僅かに確認できる程度であった。なお，道跡に伴う出土遺物は確認されていない。

　道跡については，検出された数が多いため，２グリッドずつ区切って報告する。
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　第１地点では２条の道跡が検出された。道跡１は幅が３０�で厚さが３�，道跡２は幅が６０�で厚

さ７�であり，ともに底面は浅いレンズ状を成す。底面にはっきりとした硬化面は確認できなかっ

た。埋土は，道跡１が黒褐色で固く締まっており，道跡２は黒色で道跡１よりはやや柔らかい。道

跡１が道跡２を切っており，道跡２の後に道跡１が形成されたと考えられる。

　また，第２地点の道跡との関係については，道跡１３，１４とつながる可能性が高く，Ⅰ群に属する

と予想される。
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　道跡Ⅰ群に属する道跡３・４～７が５条

重なって検出された。全長は３ｍ～４７ｍで，

全ての道は調査区北側までさらに伸びてい

くことが予想される。幅は３０�～６５�で，

検出面からの深さは３�～１０�である。５

条とも底面は浅いレンズ状をなしており，

埋土は①層（Ⅱ層）の黒色土と，②層の暗

灰色土による硬化面に分層される。道５に

おいては層の中部に鉄分層の水平堆積が確

認でき，下面には赤色化した鉄分の沈殿が

見られる。掘り込みが深い道跡７の波板状

凹凸部分は，①層と②層の灰色砂質土に分

層される。

　切り合いと断面から判断すると，道跡４

と６の形成後，その上を道跡５と７が形成

されている。それぞれが対となって，同じ

方向に並行して検出されていることからほ

ぼ同じ時期のものと考えられる。道跡は，

西側へ緩やかなカーブを描くように伸びて

おり，現在の楢久保集落方面へ続くことに

なる。

　また，道跡４～７では等間隔に凹凸部分が検出されたため，波板状遺構として調査を進めた。上

面は楕円形を呈し，径が３０�～５０�，深さが５�程度で，下部は灰褐色砂質土による非常に固い硬

化面が確認された。また，この範囲内で確認された凹面の芯々距離は平均約７０�である。
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　いずれも道跡Ⅰ群に属し，北西へと伸びている。全長は４ｍ～４６ｍで，全ての道は調査区外まで

さらに伸びていくことが予想される。幅は３０�～６５�で，検出面からの深さは６�～１０�である。

埋土は，それぞれの道跡で異なり，２層から３層に分けられる。

　切り合いから判断すると，道跡１２が最も古く，その後，道跡４・６・９・１０・５・７と続き，１１

が最も新しく形成された道跡である。

　波板状痕跡については，道跡１１で確認され，芯々距離の平均は７２�である。

 

　第１地点 
①Ⅱ層黒褐色土。固く締まっている。 
②Ⅱ層黒褐色土。①よりはやや柔らかい。 

L=327.3m

L=327.3m

327.2m

327.1m

327.0m
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328.9m

B3 C3
B4 C4

B2 C2
B3 C3

Y
=-
11
99
5

Y
=-
11
99
0

Y
=-
11
98
5

X=-159665

X=-159670

X=-159675

329.0m

328.7m

328.8m

328.6m

328.5m

L=328.8m

　Ｂ－２，３区 
①Ⅱ層黒褐色土。 
②白色の砂粒，軽石等を含む。暗灰色土の硬化面。 
③灰色土の硬化面。赤色化した鉄分が多く含まれる。 

328.9m

Ⅰ
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B4
B5

328.2

B5

L=328.3m

L=328.3m

L=328.6m

L=328.7m

B4 C4

B4 C4
B5 C5

328.4m

328.3m

328.2m

328.1m

Y
=-
11
97
5

Y
=-
11
97
0

Y
=-
11
96
5

Y
=-
11
98
0

X=-159675

X=-159670

X=-159665

B5 C5

　道跡７～１４埋土 
①Ⅱ層黒褐色土。 
②Ⅱ層とⅢ層が混在した黒褐色土。 
③上部から暗褐色土，褐色土，灰色土が交互に堆積してできた硬 
　化面。 
④暗灰色土の硬化面。上面と下面に鉄分の層が薄く堆積している。 
⑤黄褐色土の硬化面。下部に鉄分の層が薄く堆積している。 
⑥灰色砂質土の硬化面。キメが細かい。 
⑦灰色土の硬化面。上面と下面に鉄分の層が薄く堆積している。 

Ⅰ
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B6

B7 C7

C6
C7

Y
=-
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96
0

Y
=-
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95
5

Y
=-
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95
0

Y
=-
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96
5

X=-159685

X=-159690

X=-159695

X=-159700

X=-159705

B6 C6

328.0m

327.9m

327.8m

327.7m

327.6m

327.5m

B7 C7
B8 C8

B6 C6
B7 C7

ⅠⅡ
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　道跡１８，２１～２４は道跡Ⅰ群に属し，道跡１５～１７，１９・２０は道跡Ⅱ群，道跡２５は道跡Ⅲ群に属する。

全長は３ｍ～６３ｍで幅は２５�～１００�と，規模の差が大きい。検出面からの深さは，道跡５・１１・

１２が重なり合う部分で３５�と最も深く，ほかは３�～１２�と浅い。Ⅱ群で最も深い道跡１５の波板状

凹凸部分は５つに分層され，最下部に堆積する⑧層の灰色砂質土の硬化面はかなり固く締まってお

り，赤色化した鉄分の層がはっきりと確認できた。

　Ⅱ群道跡の新旧関係は，切り合いと断面から判断すると，道跡２４が最も古く形成され，その後，

道跡１７・１５・１９・２０と続いている。

　波板状痕跡については，道跡１５で特に多く確認された。芯々距離は，平均６９�とやや狭まってい

る。凹みも最も深いもので２５�あり，ＢＣ－５区以北で検出されたものと比較すると凹凸が著しい。
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　道跡２６・３１は道跡Ⅰ群に属し，道跡２８～３０・３３・３７～４０は道跡Ⅱ群に属する。道跡Ⅲ群は道跡

２７・３２・３４～３６・４１～４９と多く検出された。Ⅲ群に属する道跡の全長は１．５ｍ～５．５ｍと短く，検出

面からの深さは３�～４�程度と浅い。

　Ⅲ群の道跡は北西に向かって伸びており，ＢＣ－８区付近で途絶えている。道跡同士の重なりは

少なく，ほとんどが単独で検出された。また，波板痕跡も確認されなかった。

L=327.8m

L=328.1m

L=327.6m

L=328.1m L=328.1m

L=327.6m

L=328.1m

L=327.8m

　Ｂ－６，７区 
①Ⅱ層黒褐色土。 
②Ⅱ層の黒色土に白色砂粒を含む。 
③ａⅡ層とⅢ層が混在した黒褐色土。 
③ｂⅡ層とⅢ層が混在した黒褐色土。下部に鉄分が点在する。 

④黒色土の硬化面。 
⑤灰色土の硬化面。下部に鉄分が堆積している。 
⑥黒褐色土の硬化面。 
⑦灰色砂質土の硬化面。黒色土のラミナ層と下部に３mm程度の鉄分層が堆積している。 
⑧灰色土の硬化面。キメが細かく，上面と下面に赤色化した鉄分が堆積している。 
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　道跡５２～５４は道跡Ⅱ群に属し，道跡５０・５１は道跡Ⅲ群に属する。全長は短く途切れたものが多い

が，道跡５２と４０，５３と３８は検出レベルや硬化面の状態から連結する可能性が高い。幅は３５�～１１０�，

検出面からの深さは２�～４�程度と浅く，硬化面は①層の黒褐色砂質土がやや固まった状態のも

の（②層）が多く，ＢＣ－９区より北でみられる灰褐色を呈する固く締まった硬化面は，ほとんど

確認できなかった。この地区は浅く窪んだ谷状の地形であり，流水等の影響もあって硬化面の残り

が悪いと考えられる。切り合いの関係を見ると道跡４９と５０が古く，他はほとんど単独で検出された。

　道跡５１は，全長が２０ｍと比較的長い方である。Ⅱ群と同一方向であることから，Ⅱ群内の道跡に

連結する可能性を考えたが，平面上で確認することができなかったのでⅢ群に属するものとした。
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　第２地点の最南部では，幅が３０�～７０�で，検出面からの深さが２�～６�の道跡が４条単独で

検出された。全て道跡Ⅱ群に属し，全長は５．５ｍ～１２ｍと短い。道跡の底面は平坦で，埋土は①層

の灰褐色砂質土が硬化した層が多く見られ，はっきりとした②層のにぶい黄灰褐色砂質土の硬化面

は僅かしか確認できなかった。

 

L=327.5mL=327.5mL=327.0m

L=326.5m

L=326.7m

L=326.5m

L=326.7m

L=327.8m

L=326.7mL=326.7m

　Ｂ－８，９区 
①Ⅱ層黒褐色土。 
②Ⅱ層とⅢ層が混在した黒褐色土。 
③Ⅱ層とⅢ層が混在した黒褐色土。②に比べて暗く固い。 

④灰色砂質土の硬化面。上面と下面に鉄分の層が薄く堆積している。 
⑤暗褐色砂質土の硬化面。 
⑥暗褐色砂質土の硬化面。⑤と比べて非常に固い。 
⑦灰色砂質土の硬化面。下部に鉄分の層が薄く堆積している。 
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325.9m

325.8m
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B10 C10
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L=326.7m L=326.7m L=326.7m

L=326.5m

L=326.3m

L=326.5m

L=326.3m

L=326.3m

L=326.2m

L=326.4m

L=326.4m

L=326.6m

　Ｂ－10，11区 
①Ⅱ層黒褐色土。 
②①がより固く締まったもの。 
③灰褐色砂質土の硬化面 
④にぶい黄灰褐色砂質土の硬化面 
⑤黒褐色砂質土の硬化面。下部に鉄分が多く沈着している。 
⑥灰色砂質土の硬化面。鉄分が少量含まれる。 
⑦Ⅲ層が固く締まったもの。 

　Ｂ－12，13区 
①灰褐色砂質土の硬化面。 
②にぶい黄灰褐色砂質土の硬化面。 
③Ⅲ層が固く締まったもの。 
④黒褐色土が固く締まったもの。 
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　道跡群を横切るように東西方向へ溝状遺構が検出された。検出面はⅡ層で，切り合いを見ると道

跡を切っており，道跡より新しいことが分かる。また，遺構内で遺物は検出されなかった。
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　Ｂ－８・９区で検出された。溝跡１１は横幅が最大１００�，溝跡１２は最大５０�で，検出面からの深

さは両者とも５�程度と浅い。埋土はⅡ層の黒色土で硬化面は見られない。
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　Ｂ－９区で検出された。溝跡１３は横幅が最大８０�，溝跡１４は最大７０�で，検出面からの深さは７

�～８�である。硬化面はみられなかったが，完掘後の状況は道跡に類似しており，頻繁ではない

が道として利用していた可能性もある。
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　Ｂ－１３区で検出された。溝跡１５は他の溝跡と比較して規格が大きく，横幅が最大２００�で，検出

面からの深さは１０�である。埋土はⅡ層の黒土で，硬化面は確認されなかった。溝跡１６は横幅が最

大１１０�で，検出面からの深さは８�，溝跡１７は横幅が最大１００�で，検出面からの深さは約７�で

ある。いずれも埋土はⅡ層の黒色土で，溝跡１３，１４と比較すると埋土の締まりも弱く，硬化面は確

認されなかった。
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　Ｂ－１３区で検出された。溝跡１６を切っている。縦幅２ｍ，横幅７０�，深さ１０�の楕円形を呈して

いる。埋土はⅡ層の黒色土で，遺物は検出されなかった。
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　第１・２地点のⅡ層では，古代の土師器，鉄器が少量出土した。この他に，Ⅱ層上部では近世の

陶器碗が出土している。

　５３は土師器の碗で，ほぼ完形品である。短く直立する高台から，体部が直線的に開き，内外面横

ナデ調整を施す。高台の天井面は，ヘラ切りによって切り離された後，丁寧になでられている。内

面には赤色顔料が塗られ，外面には３本の線刻がみられる。Ｄ－１２区Ⅱ層で，まとまって出土した。

５４～５６は土師器碗の底部である。５４・５６は第１調査地点の出土で，内面に赤色顔料を確認できる。

内外面の磨滅が著しい。５７は坏の底部である。内面に黒色研磨を施している。

　５８～６０は土師器の甕である。外面はナデ調整，内面はケズリ調整である。５９・６０は第１調査地点

Ⅱ層出土。

　６１は近世陶器の碗である。外面には褐色の釉薬がかかっている。胎土は緻密で砂粒を含まず，灰

色を呈している。５号トレンチⅡ層上部で出土。
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　６２は第１地点Ⅱ層で出土した鉄器である。層状剥離を起こし，かなり膨れ上がっているが，中心

部には鉄が良好に残っており刃部を作っていることが確認できる。上部の一部が凹んでおり，厚み

のある作りである。利器の一部と考えられるが，具体的な用途は不明である。

※断面の一点破線部分は 
　腐食していない中心部の鉄を示す。 
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備考取上番号
色調等調整器高底径口径

部位器種層位出土区遺物
番号

挿図
番号 内外内外（㎝）（㎝）（㎝）

内面に赤色顔料１６３・１６５
１６６・１６７赤浅黄橙回転ナデ回転ナデ５．６７．４１３．６完形碗ⅡＤ－１２５３

３５

内面に赤色顔料－赤浅黄橙回転ナデ回転ナデ２．２底部碗Ⅱ第１地点５４

１６８浅黄橙浅黄橙磨滅回転ナデ２．２底部碗ⅡＤ－１１５５

内面に赤色顔料－赤浅黄橙回転ナデ回転ナデ２．７７．８底部碗Ⅱ第１地点５６

内面黒色研磨１・３黒浅黄橙ミガキ回転ナデ８．０６．４底部坏Ⅱ・Ⅲ上Ｂ－１１５７

外面煤付着褐褐ケズリナデ胴部甕Ⅰ１１Ｔ５８

褐褐ケズリナデ４．１口縁甕Ⅱ第１地点５９

褐褐ケズリナデ４．３頸部甕Ⅱ第１地点６０

褐色の釉薬かかる回転ナデ回転ナデ３．４（１１）口縁陶器碗Ⅱ上５Ｔ６１

－－縦６㎝，横６．６㎝，
重さ１７８．５ｇ不明鉄器Ⅱ第１地点６２
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　堂原遺跡において行われた発掘調査で，畠跡の可能性が推測されている溝状遺構が検出された。

時期は９～１０世紀と考えられている。こうしたことから畠跡の是非と栽培植物の検討を目的にプラ

ント・オパ－ル分析を行った。

�������	


　分析用試料はＢ－１区畠跡：⑨溝（試料１），Ｃ－１２区畠跡：⑬溝（試料２）およびＣ－９区北

壁Ⅱ層（試料３）の３試料である。各試料について，試料１，２は黒褐色の砂質シルト，試料３は

暗灰色のシルト質砂である。プラント・オパール分析はこれら３試料について以下のような手順に

したがって行った。

　秤量した試料を乾燥後再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１ｇ（秤量）をトール

ビーカーにとり，約０．０２ｇのガラスビーズ（直径約０．０４㎜）を加える。これに３０％の過酸化水素水

を約２０�～３０�加え，脱有機物処理を行う。処理後，水を加え，超音波ホモジナイザーによる試料

の分散後，沈降法により０．０１㎜ 以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プ

レパラートを作製し，検鏡した。同定および計数はガラスビーズが４００個に達するまで行った。

������

　同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料１ｇ当り

の各プラント・オパール個数を求め（表１），それらの分布を図１に示した。以下に示す各分類群

のプラント・オパール個数は試料１ｇ当りの検出個数である。

　検鏡の結果，試料２，３の２試料からイネのプラント・オパールが検出され，個数はいずれも

３，０００個であった。最も多く検出されたのはネザサ節型で，試料３では１８０，０００個を越えている。ウ

シクサ族も多産しており，試料１，２ではネザサ節型より多い６０，０００個前後を示している。キビ族

も２０，０００個前後と，珪酸体の生産能力が低いキビ族としては非常に高い数値を示している。その他，

クマザサ属型やシバ属などが検出されている。

 

不明
（個／ｇ）

ウシクサ族
（個／ｇ）

キビ族
（個／ｇ）

シバ属
（個／ｇ）

他のタケ亜科
（個／ｇ）

クマザサ属型
（個／ｇ）

ネザサ節型
（個／ｇ）

イネ
（個／ｇ）

試料
番号

９，３００７６，３００１６，３０００１，６００７，８００５６，８０００１

１０，６００６０，７００２８，１００８００１，５００２，３００３１，９００３，０００２

１７，５００３２，７００１６，７００８００３，８０００１８１，６００３，０００３
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　上記したように，２試料でイネのプラント・オパールが検出された。ここでイネの検出個数の目

安として水田址の検証例を示すと，イネのプラント・オパールが試料１ｇ当り５，０００個以上という

高密度で検出された地点から推定された水田址の分布範囲と，実際の発掘調査とよく対応する結果

が得られている（藤原　１９８４）。こうしたことから，稲作の検証としてこの５，０００個を目安に，プラ

ント・オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判断されている。

　今回の分析においては試料２，３においていずれも３，０００個のイネのプラント・オパールが検出

されており，上記から稲作が行われていた可能性は低いとプラント・オパール分析からは判断され

る。しかしながら溝状遺構の直上より多数の道跡が見つかっており，溝状遺構の上部は道跡により

削平されていることも考えられている。こうしたことからイネのプラント・オパール密度の高い部

分が削られている可能性も考えられる。また得られたイネの機動細胞珪酸体はかなり新鮮な様相を

示しており，あまり移動していない，すなわち現地性が高いと思われる。こうしたことから検出個

数はやや少ないながら極近辺において稲作が行われていた可能性はあるように思われる。

　一方，キビ族も多く検出されており，先にも記したがキビ族としては高い検出個数を示している。

こうしたことからアワ，ヒエ，キビといったキビ族が栽培されていた可能性も推測される。しかし

ながらキビ族についてはその形態から上記の栽培種によるものか，エノコログサ，スズメノヒエ，

イヌビエなどの雑草類によるものかについて分類できないのが現状である。写真図版の写真番号７

は形態的にはヒエの可能性があると思われるが一方でイヌビエの可能性もあるように思われる。こ

のように断定は出来ないものの栽培種とみられる個体が観察され，検出個体数も非常に多いことな

どからキビ族についても栽培されていた可能性があるように思われる。

　以上のようにイネやキビ族が栽培されていた可能性が推察されるが，両方とも栽培されていたか，

片方のみかといった様相については不明である。片方，すなわちキビ族が栽培されていたとすると

イネのプラント・オパールは肥料として稲藁が利用されることによって供給されたことが考えられ，
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稲作が行われていたとするとその逆が考えられよう。

　畠跡の是非について，溝状遺構と関係の無い壁面試料３においてもイネのプラント・オパールが

検出されており，キビ族も多く観察されている。このように溝状遺構内試料と関係ない壁面試料と

に大きな違いは認められず，分析結果のみから溝状遺構が畠跡であるかないかは判断できないと考

える。

　しかしながら上記したようにイネあるいはキビ族の栽培が考えられることから，その可能性は高

いと思われる。なお稲作についてはこの分析からのみで畠作か水田耕作か区別することはできず，

花粉分析による水田雑草類の有無などにより判断されよう。

株式会社　パレオ・ラボ　　鈴木　茂

 

引用文献

藤原宏志（１９８４）プラント・オパ－ル分析法とその応用－先史時代の水田址探査－．考古学ジャ－ナル，２２７，２－７．
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　堂原遺跡の発掘調査は，第３地点において縄文時代早期，第２地点において古代～中世と，場所

によって時代が異なる調査となった。

�������

　縄文時代早期の遺構は，Ａ・Ｂ－１８～２２区で，集石３基，炉跡４基が検出され，台地の縁辺部が

生活空間として利用されている。各集石の確認層位は，集石３がⅨａ層上面，集石１・２及び炉跡

がⅩ層である。集石２号は礫にまとまりがあり，掘り込みを有するのに対し，集石１・３号は，礫

の数が少なく出土状況もまばらで，焼土跡，炭化物を伴わないことから，破砕礫の廃棄によって形

成された可能性もある。なお，集石に使用する礫は，台地下を流れる浦谷川で採取したものと考え

られる。

　本県において，掘り込みをもつ炉跡の検出は珍しい事例である。炉跡は集石１・２と共に，台地

の落ち際に沿って配置されている。両者は，確認面が同じであるため，同時期に共存して使用され

た可能性がある。

　出土遺物は，土器，石器共に少ない。土器は前平式土器と桑ノ丸式土器が主体で，他の土器型式

は出土数が少なく，帰属層位等が判然としない。第４表に示したように，前平式土器は，Ｐ１４（薩

摩火山灰）直上のⅩ層からＰ１３を含むⅨｂ層にかけて，桑ノ丸式土器はＰ１１とＰ１３に挟まれたⅨａ

層を中心に出土している。このような土器型式と層位の対応関係は，これまでの調査事例と概ね整

合しており，このことから，検出された遺構は，集石１・２，炉跡が前平式土器，集石３が桑ノ丸

式土器に伴うものと考えられる。

　本遺跡は，水源に近く，集石の礫を採取し易い台地の縁辺部に形成された，前平式土器と桑ノ丸

式土器の時期を中心とするキャンプサイトであると推測される。
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　古代～中世の包含層は部分的に削平されていたが，第１・２地点のⅡ層で道跡５８条，土坑１基，

溝状遺構１７条を検出した。

　道跡は，Ⅱ層で出土した土師器から９世紀頃に形成され始めたと考えられる。大きく３群に集約

でき，いずれも北西－南東の方向へ，ほぼ並行して検出された。北西方向は現在の楢久保集落，南

東方向は台地下に流れる大鳥川（平房川）へと続いている。道跡の重なりが多いことから，長期に

わたり利用していたと考えられる。

　道跡に伴い，等間隔に連続したほぼ同径の楕円形を呈する窪みが多数検出された。波板状痕跡と

呼ばれるこの凹凸面は，古墳時代から近世前半までと長期にわたって存在する遺構であり，全国的

に広く分布している。その起因について，①東和幸氏は４県１２遺跡３２例の波板状凹凸面を検証し，

その芯々距離（６０�～７０�）が当時の牛や馬の歩幅とほぼ合致すること，さらには現在の牛や馬に

ついても，牧場で同様の痕跡が確認されていることから，牛馬歩行痕説を指摘している１）。また，
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②飯田充晴氏は凹部分の埋土状況を踏まえながら，当時の道路構築行程を想定する中で，上面（路

面）を永く維持する目的と強度を安定させるため，意図的に凹凸面を施工した路床構築痕説を指摘

している２）。さらに，③北郷泰道氏による重量物の運搬を目的にした枕木痕説や３），④近江俊秀氏

による②，③を包括した複合機能説など４），これまで様々な説が唱えられている。本遺跡で検出さ

れた波板状痕跡については，その芯々距離の平均値が６７�程度に収まること，形状や埋土状況が②，

③の説とは異なることから，東氏の説に該当するものと考えられる。

　波板状痕跡はＢ－２～５区，ＢＣ－６～８区に集中しており，ＢＣ－９～１３区においては，ほと

んど確認できなかった（図－２０）。地形と照合すると，集中する区域では傾斜がやや強くなってお

り，それ以外は緩やかな傾斜であることが分かる。道跡４でも，傾斜が続く地形では波板状痕跡が

確認できるが，平坦な地形では痕跡が確認できないのが分かる（図－３６）。これらの事実から，牛

馬が斜面で足をより踏ん張るために痕跡が強く残った可能性が考えられる。

　しかし，窪みの深さについては０．６�～３．７�とばらつきがあり，傾斜の強弱による違いは見られ

ないことから，流水による地盤の緩み等も含め，今後さらに検証する必要がある。

 

L=329.0m
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　ＢＣ－１０～１２区では，道跡から１０�程下位（Ⅲ層上面）で，溝状遺構を南北方向に１０条検出した。

同方向へ伸びるⅢ群に属する道跡との関連は確認できなかったため，道跡とは異なる溝状遺構と判

断した。関連の出土遺物から古代（９世紀）の遺構であると考えられるが，遺物の出土量が少な

かったため道跡との具体的な時期差については不明である。

　溝上遺構の特徴として，溝の幅は約８０�程度で約９０～１００�の間隔に並んでいたため，畠跡の可

能性を考えて調査を進めていった。土壌のプラント・オパール分析を行った結果，イネあるいはキ

ビ族の栽培が行われていた可能性はあるものの，溝状遺構内で採取した試料１・２の分析結果にバ

ラツキがあり，さらに比較試料として採取した壁面試料との間に明確な差異がないことから，畠跡

とは断定できなかった。また，Ｂ－８，９区から４条，Ｂ－１３区から３条，道跡を横切るように溝

状遺構が検出されたが，いずれも硬化面がなく，遺物も伴わなかった。

　遺物はほとんど出土せず，土師器がⅡ層下部で数点出土したのみであることから，本遺跡は，水

源を求めて行き来を行った交通の要衝であると推測される。

註

１）東　　和幸　２００３「波板状凹凸面牛馬歩行痕説再論」『研究紀要縄文の森から』１号

２）飯田　充晴　１９９３「道路構造方法について－埼玉県所沢市東の上遺跡の道路跡を中心にして－」『古代交通研

究第２号』

３）北郷　泰道　１９８７「東大寺紅梁と日向－神話化の構造－」『えとのす』３２号

４）近江　俊秀　２０００「道路遺構の変遷」『古代交通研究』第１０号
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あ　と　が　き

　堂原遺跡の発掘調査は，梅雨から盛夏にかけて３か月間，一番体力が消耗する時期に行

われた。本センターに勤務して初めての調査である。初めて見る道具，初めて聞いた言

葉・・・。　

　そして，何もかもが初めての中で，数々の驚きに出会うこととなる。古代・中世の道跡

遺構の調査においては，大地を幾度も踏みしめてできた自然道の埋土を除去しながら下部

に硬化面を検出したとき，まるでアスファルトのようなその硬さに驚いた。

　縄文時代の調査においては，時代の位置付けとなる火山灰層の見事な重なりに驚いた。

さらに教科書でしか見たことのない土器の小片を手に取り，作業員さんとともに驚き喜ん

だ。

　幸いなことに，報告書作成も担当することになった。整理作業を進めていく中で，調査

当時のことをなかなか思い出せず苦労したり，「こういう調査をしておけばよかった」と，

何度も悔やんだりした。四苦八苦しながら何とか終えることができた今，次回調査を行う

際への留意点をしっかりと押さえておくべきであると反省している。

　最後に，発掘作業や整理作業に御協力していただいた作業員の方々をはじめ，懇切丁寧

な御指導いただいた多くの関係者の方々には心から感謝しております。

　皆様，本当にありがとうございました。
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